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カーボンゼロを⽬指して 「セントレア・ゼロカーボン２０５０」を宣⾔︕
○「セントレア・ゼロカーボン2050宣⾔」を2021年5⽉12⽇に公表。（2023年3⽉26⽇改定）

「セントレア・ゼロカーボン2050」を宣⾔
 2030年度までに、温室効果ガス（CO2)排出量を2013年度⽐で46％以上削減します。

再エネ等導⼊ポテンシャルの最⼤限活⽤により、カーボンニュートラルの⾼みを⽬指してまいり
ます。

 2050年度までに、新たな技術の活⽤により、カーボンニュートラルを実現いたします。
さらに、炭素クレジットの創出・利⽤拡⼤を⽬指してまいります。

 取組みの推進にあたっては、中部国際空港脱炭素化推進協議会の構成員を中⼼とする関
係者と連携・協⼒してまいります。
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〇中部国際空港では、「セントレア ゼロカーボン2050」を⽬指し、航空脱炭素化基本⽅針
に基づき「中部国際空港脱炭素化推進計画」を策定するとともに世界標準であるACI

（国際空港評議会）の「空港カーボン認証（Airport Carbon Accreditation）
のレベル４」の取得を⽬指し、⼿続きを進めている。
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中部国際空港におけるSAFの取り扱いについて
〇国⼟交通省は、⾶⾏検査機に、国内ブレンドの航空燃料（フィンランドから輸⼊した「ニートSAF」を国内でブレンド

したもの）を導⼊した実証事業をスタート。
〇この事業では、中部国際空港の給油施設で受⼊れ、ハイドランドを経由して⾶⾏検査機へ給油。
（空港のハイドランドを使⽤した例は、⽻⽥、成⽥に次いで3例⽬）

〇弊社では、SAFの利⽤拡⼤に向け関係者と連携して、国内外の就航エアラインへも利⽤の働きかけを進める。

転載禁⽌3

【実証事業の概要】
検証内容︓サプライチェーン、保税管理、経済合理性、混合時の品質保証などを検証
使⽤ニートSAF︓ネステ社（フィンランド）のニートSAF 輸⼊ニートSAFの数量は５㎘
使⽤機材︓航空局所有の⾶⾏検査機（CJ4型5機、C700型1機）
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セントレアとしての2030年のありたい姿“カーボンニュートラルの実現に向けて︕”
〇近い将来の具体的なイメージを思い描きながら⼒強く取り組むべく「2030年のありたい姿」を設定
〇2023〜2025年度は、「2030年のありたい姿」をイメージしながら施策⾻⼦を掲げ、経営⽬標の達成を⽬指す。

2030年のありたい姿
⇒環境︓「2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、関係者とともに前進する空港」

【施策⾻⼦】 2050年カーボンニュートラルに向けたCO2削減の確実な推進
✓ 2030年までに空港の地上施設から排出されるCO2の削減
✓ 空港等における再⽣可能エネルギーの拠点化の着実な推進
✓ SAFの導⼊及び利⽤促進の着実な推進
✓ 空港内排出ゴミの資源循環の着実な推進
✓ SDGsを念頭においた環境負荷低減に資する調達の推進
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中部国際空港における航空会社のSAF利⽤拡充に向けて︕

【空港としての取組み】
・中部国際空港就航エアラインに対するSAF利⽤に関する働きかけ
・国産SAFの受⼊れ体制（⼩ロット受⼊設備整備）の検討
・航空会社のSAF利⽤環境の整備

【課題】
 航空会社のSAF需要と供給⼒のギャップ
 ⼩ロットSAFの受⼊れ体制の整備等による事業促進
 資源循環による国産SAF事業への寄与


